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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

JAEA 「創造」「創造」×

研究の加速と新発見を「創造」する

超小型化＆国際特許取得! 新しい加速器質量分析技術､誕生

イノベーションの「創造」につなげる

戦略性の高い支援を実現! 新・ISCN発足

新しい常識を「創造」する

新しい核分裂を発見 アインスタイニウムが導く元素の世界

宇宙開拓の可能性を「創造」する

100年以上メンテナンス不要 本格始動!半永久電源の実用化へ



2050年
脱炭素社会

ウラン蓄電池の開発

軽水炉の安全性向上 高温ガス炉の開発

高速炉の開発
福島第一原子力発電所の

廃止措置 原子力エンジン

各種施設の廃止措置

地層処分技術の研究開発 医療用アイソトープ生産

高レベル放射性廃棄物の減容・有害度低減、再資源化 原子力利用の多様化に
向けた研究開発

Ubiquitous

原子力自体を持続可能に
するための研究開発

Sustainable

ニュークリア×リニューアブルの
相乗効果のための研究開発

Synergy

UbiquitousSustainable

Synergy

原子力安全

核セキュリティ

「ニュークリア×リニューアブル」
で拓く新しい未来

原 子 力 科 学 技 術を
最 大 限に活 用

原子力（ニュークリア）と

再生可能（リニューアブル）エネルギーが二元論を乗り越え、

融合することで実現する新しい持続可能（サステナブル）な

未来社会を目指します。

原 子 力 機 構 の ビ ジョン  〜目指す将来像〜
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本格始動 !
半永久電源の実用化へ

宇宙開拓の可能性を「創造」する

UbiquitousSynergy Sustainable

原子力科学研究所 NXR開発センター R I 電池熱源開発特別チーム
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プロジェクトを統括

「長年研究に携わってきた
核燃料分野の知識や技術
が、宇宙開発分野で役立
つことに新鮮な喜びを感
じています」

鈴
すず

木
き

 明
あ す か

日香

研究開発の現場で、放射性物質の
取扱いに関する規制対応を担当

「研究者が取り組みたい研究開発
を安全かつスケジュールどおりに実
行できるようサポートしています」

江
え

森
も り

 達
たつ

也
や

アメリシウムの 
分離・精製を担当

「学生時代から実験が好
き。原子力機構は自身の
専門性と興味をリンクさせ
ながら研究開発を進めら
れるので、とても恵まれた
環境で働いています」

世界中で宇宙開発競争が活発な今、日本においても深宇宙探査や月面探査といった宇宙開発の領域を開拓して

いくには、太陽光発電ができない深宇宙や月面探査の越夜のために長期間メンテナンス不要で稼働できる「半永久

電源」が必要です。原子力機構と産業技術総合研究所（以下、産総研）が共同で基礎検討と課題解決を進めてきた、

密封された発熱性の放射性同位元素であるアメリシウム241（以下、アメリシウム）を発熱体とし、熱電変換デバイスと

組み合わせて半永久電源とする技術が、2025年3月26日（水）に宇宙航空研究開発機構（JAXA）の宇宙戦略基金

事業に採択され、実用化に向けた本格的な研究開発を開始しました。2029年冒頭までに試作機の製作を目指します。
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① 28年 ② 87年　
③ 200年 ④ 432年

→ 答えは最終ページへ

問　題

長期の宇宙ミッションに適している
アメリシウムの半減期で正しいものを
選んでください。

プルトニウムからアメリシウ

ムだけを分離するというの

は大変技術的に難しい課題

ですが、周囲の人の知恵や過

去の文献などを参考に必ず

成し遂げます!

放射性物質を扱うための

許認可取得という重要な

役割であり、研究開発チー

ムの活動を支える“縁の下

の力持ち”として貢献して

いきたいです!

原子力機構外のスペ

シャリストと協業し

ながら、「宇宙に打ち

上げたい!」という共

通の目標に向かって、

日々がむしゃらに進

んでいきます!

プレス
リリース
情報は

コチラから

もっと詳しく!

今後の展望をお聞かせください。
2029年2月までの約4年間の開発内容は下の図の5つです。これらを着実に実

現していくことで、木星や土星といった遠距離の惑星への探査機打ち上げを可能

にする技術基盤を確立し、日本の宇宙開発競争におけるプレゼンスを向上させ、

科学技術の発展に貢献できるものとなります。また、宇宙分野だけでなく、深海に

設置する地震計や放射性廃棄物の地層処分施設でのモニタリング機器の電源な

ど、人が近づけない場所での長期間稼働が必要な機器への応用も考えられます。

私たちの専門性を生かして社会に貢献できることや、宇宙開発という未来志向の

分野に貢献できることへの喜びを感じながら日々の研究開発に取り組んでいきます。

アメリシウムとは
どんな元素ですか？
プルトニウム241から生成する元素で、原子核
内ではアルファ崩壊という物理現象が起きる放射

性同位元素です。崩壊によるアルファ線が固体内

で周囲の原子にぶつかることで発熱するという特

性があります。放射能が半分になる時間（半減期）

が432年と比較的長く、100年以上の長期間にわ
たって安定した発熱源として利用できます。

なぜアメリシウムに着目したのですか？
アメリシウムは原子力発電所の使用済核燃料中に含まれるので、発熱する特性

を熱源として活用すれば放射性廃棄物を減らすことができることに以前から着目し

ていました。また、アメリカでは核燃料物質であるプルトニウム238をロケットに搭
載して打ち上げていますが、日本国内では設備・技術・コスト・規制対応といったさ

まざまな理由でプルトニウムを熱源にするのは非常に困難です。プルトニウムは原

子炉等規制法に従い取り扱う必要がありますが、アメリシウムはRI規制法が適用さ
れるので、原子炉等規制法に比べると規制対応へのハードルが下がり、比較的扱い

やすいのもその理由です。

現在までの成果を教えてください。
国内で調達できる資源と国内技術による半永久電源の開

発を目指し、共同研究により基礎検討と課題解決、要素技術

の実証を進めてきました。右の図のように、これまでに3つ
の成果を生み出しています。原子力機構では使用済燃料の

溶解液からウラン、希土類元素などを分離する溶媒抽出技

術を保有しており、これらの知見をもとに化学的手法だけで

プルトニウムからのアメリシウムの分離・回収に成功しまし

た。また、アメリシウムの酸化物に添加剤を加えて焼き固め

ることで状態を安定化させ、重さ約0.3g直径3.8mmのペ
レットを作製できました。ペレットの結晶構造を調べたとこ

ろ、想定どおりの安定した結晶構造を有していることを確認

しています。

また、20gのアメリシウムが封入された既存のピンに、産
総研が準備した熱電変換デバイス搭載の試験装置を組み合

わせることで、小型のLEDを発光させることに成功し、発電
が可能であることを実証しました。

課題や留意していることは何ですか？
溶媒抽出法と抽出クロマト法を組み合わせてプルトニウ

ムの中からアメリシウムを分離するのですが、アメリシウム

だけを高い純度で分離するためにはさらなる技術の高度化

が求められます。

また、研究開発を進めていくためには、アメリシウムを安

全に取り扱うことが大前提で、作業者が被ばくしないための

安全対策や、私たちが放射性物質を取り扱っても近隣住民

への影響がないことも事前に説明しておく必要があります。

このほかにも国の規制に対応すべき範囲は広く、変更申請

から審査を経て許可まで早くても3か月、場合によっては1年
程度かかることもあります。研究開発をスケジュールどおり

に進めていくために、審査する側が理解しやすい資料作り

や、質問にも迅速に対応し続けていく体制が必要です。

加えて、日本の現行法では放射性物質を探査機に搭載し

て宇宙空間へ送り出すというシナリオが想定されていませ

ん。今後は、現行の法令の解釈範囲内でどのように対応すべ

きかといった検討が急がれます。

プルトニウムからのアメリシウム分離 ❶遠隔操作によるアメリシウム 
ペレット作製とピン封入

❸輸送時のリスク評価

❺大規模化に向けた装置・設備・施設の概念検討

❹熱電変換デバイスの開発

❷発熱体ユニットの設計・試作

月面／深宇宙
探査機

海底地震計

地層処分場の
モニタ

アメリシウムの
ペレット化

既存のアメリシウムと
熱電変換デバイスを

用いたLED発光（＝発電）

これまで これから

実証済みの技術 宇宙戦略基金事業での主な開発内容 目指したい未来

想定シナリオ
作成

結果の
可視化・評価

モデル構築・
条件入力

シミュ
レーション
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人類が利用できる最も重い元素「アインスタイニウム」。

物理学者アルベルト・アインシュタインにちなんで名付けられたこの元素を用い、

原子力機構では2017年から研究開発を進めてきました。

そのようななか、従来の核分裂の常識では説明できない新しい「核分裂」を発見。

今回は、その舞台裏を紹介します。

新しい 常 識 を「 創 造 」する

そもそもアインスタイニウムとは
どんな元素ですか？
原子番号99の、天然には存在しない人工放射性元素です。人類

が利用できる最も重い元素で、それ以上の重い元素を塊にできる

ほど生成することは不可能とされています。アインスタイニウムは

アメリカのオークリッジ国立研究所との協力で特別に入手したもの

です。同研究所では2年に1度、原子炉で産業用にカリホルニウムを
生成していて、副産物として約１µg（マイクログラム）だけアインスタイ
ニウムが生成されますが、本研究のため特別に抽出されました。

元素の存在限界とはなんですか？

周期表上でどこまで重い元素が存在できるのか、そ

の理論的な限界のことです。周期表では現在118番の
元素まで発見されていますが、それ以上の元素がどこま

で存在可能かは物理と化学にとって重要な問いです。

今回、
どのようなことを発見したのですか？
アインスタイニウムに重イオンビームを照射してメンデ

レビウムを生成し、2パターンの核分裂片の質量数と運動
エネルギーを確認すると、上の図のように従来の核分裂

の常識とは異なる現象が発見できました。超重元素や中

性子過剰核の核分裂の特徴を捉えたこの現象を追究す

ることで、元素の存在限界や宇宙で元素が生成される仕

組みの解明が期待できます。

Ubiquitous

新しい核分裂を発見
アインスタイニウムが導く元素の世界

宇宙でどのように
重い元素ができるのですか？
中性子星どうしが合体する際、原子核反応が起こって金やウランなど

ができるとされています。重い原子核ができると核分裂が起こります。こ

のため、核分裂は自然界の多くの元素の組成を変えるとされています。

原子力機構でこのような研究開発が
できる理由は何ですか？

放射性同位体試料や核燃料試料にイオンビームを照射でき

る「タンデム加速器」を保有しているからです。世界有数の大

型静電加速器の1つで、地球上で最大の電圧2,000万ボルト
を発生します。また、タンデム加速器では直径1mm程度の細
いビームを標的に照射できるため、ごくわずかな量の試料が

あれば実験できます。現在、アインスタイニウムへの照射が可

能なのは日本では原子力機構だけです。

原子力機構では、これまでに高精度の核分裂片測定技術を

開発し、化学分離による高純度試料や、重イオン照射用の放射

性同位体薄膜標的の作製技術を蓄積してきました。タンデ

ム加速器のイオンビームとこれらの技術を統合することで、

この研究開発が実現しました。

苦労した点を教えてください。
まず、アインスタイニウムという元素を取り扱うため、実

験の1年以上前から使用の許認可プロセスを進める必要が
ありました。また、安定した高エネルギーのビームを確保す

るため、タンデム加速器の全ての加速管（80本、1本あたり7kg）

を外して洗浄するという大がかりな修理が必要になり、こ

のため約4か月を要しました。

核分裂片が記録できる
検出器を独自に開発

タンデム加速器
アインスタイニウムを扱える施設は

日本では唯一、原子力機構だけ

放射性同位体試料や核燃料試料に
イオンビームを照射できる

世界的にも稀有な施設

東北大学  先端量子ビーム科学研究センター　 
RI利用促進部門  教授

※ 原子力機構研究主席 
（実験当時） 塚

つ か

田
だ

 和
か ず あ き

明

原子力科学研究所 
研究基盤技術部  次長 松

ま つ

田
だ

 誠
まこと

ウラン ： 236U

これまで分かっていた核分裂 今回発見した新たな核分裂 基礎科学の発展に大きく貢献！

将来、私たちの生活に
役立つ発見！

メンデレビウム ： 258Md

左から：

この新たな核分裂は、超重元素や、宇宙で作られる原子核の核分裂の特徴を捉えたものです。 
この現象を追究することで元素の存在限界や宇宙での元素合成の理解が進むと期待されます。

照射効果、材料物性、核物理、核化学、加速器開
発などに活用。

12のビームラインを有し大学や企業研究者な
どが広く活用。

アインスタイニウムを重イオン照射したビームライ
ン。他のビームラインには、核反応で生成した短寿
命核種を高分解質で質量分離する装置などもある。

○計算科学の発展 ○新素材開発 ○放射性物質の扱い方 など

Point1

Point2

Point3

タンデム加速器のしくみ

低励起 非対称 高励起 非対称対称高励起 対称低励起

高電圧端子

絶縁ガス（SF₆）
電荷分析電磁石

加速器圧力容器

ペレットチェーン

正イオン加速管

電子ストリッパー

絶縁カラム

負イオン加速管

負イオン源

初段加速管

質量分析電磁石 エネルギー分析電磁石

エネルギー
分析電磁石

ブースター

実験装置

ターミナル（ECR）
イオン源

原子力科学研究所  先端基礎研究センター   
極限重元素核科学研究グループ

グループリーダー 西
に し

尾
お

 勝
か つ ひ さ

久

研究副主幹 廣
ひ ろ

瀬
せ

 健
け ん

太
た

郎
ろ う

岡
お か

田
だ

 和
か ず

記
き

特定課題推進員
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考古学や地質調査、生物由来の炭素含有量を測定するため、放射性

炭素を用いた加速器質量分析装置（以下、AMS）による分析は非常に

有用です。しかしながら、従来のAMSは大規模で高価であり、利用が

限られていました。その課題を解決するため、原子力機構では卓上型の

超小型AMSの開発を進めています。研究者や産業界のニーズに応える、

新しい分析技術の確立を目指しています。

研 究 の 加 速 と 新 発 見 を「 創 造 」す る

原子力機構にはさまざまな
技術が蓄積されています。タ
ンデム加速器とそれを扱うた
めの施設も有し、研究者の皆
さんのさまざまなアイデアを
実験・検証できます。

アインスタイニウムのような
放射性物質を実験に用いる
と放射性廃棄物が出るので
すが、それを減容処理して
保管できる施設を持ってい
るのは国内でも原子力機構
だけです。

タンデム 加 速 器 の 設 計・
建設に関わった先輩たちの

「貴重なアクチノイドの標的
を利用して核物理学・化学
の研究を進めるべき」という
意志のもと、ようやく成果を
生むことができました。

実験で用いる標的の作製と
実験の遂行とデータ解析を
担当しましたが、ごく少量で
寿命の短いアインスタイニウ
ムから標的試料を作製する
ためにさまざまな工夫が必要
でした。

核物理の基礎的な理論から
始まり、実際に1つの原子核
が2つに割れる過程をシミュ
レーションすることは、計算
科学の最先端の挑戦だった
と思います。

アインスタイニウムならではの
難しさはありますか？ 
一度に入手できるアインスタイニウムの量は0.1µg（1,000万分

の1g）と少量で、イオンビームを照射する標的の作製にも大変苦

労しました。アメリカから送られた試料には、アインスタイニウム

よりはるかに量の多い不純物元素が混入しているのが分かりま

した。アインスタイニウムは半減期が276日と短いため、すみや
かに不純物を分離する手法を確立しました。

また、論文掲載においても大きなチャレンジがありました。審

査の過程で「実験データを理論的

に説明できるか」という審査員の

問いがあり、多くの理論を試みまし

たが、いずれも有意な結果を示し

ませんでした。そこで核分裂の理論

において、原子核の形を6つのパラ

メータで表す「6次元動力学模型」を独自に構築しました。世界
で初めてとなる高精度な計算であり、原子力機構のスーパーコ

ンピューターを用いても1回の計算に1週間以上を要する負荷
の高い計算です。この計算で、ようやく実験データを説明するこ

とができました。 

今後の展望をお聞かせください。
この成果では、ウランやプルトニウムなどで知られていた、こ

れまでの核分裂の常識を超えるような結果が得られました。こ

れは今後、元素の存在限界や、天体でウランや金が生成される

過程を理解する上で重要な知見です。

アインスタイニウムのような重い元素を扱うことができるのは日

本では原子力機構だけです。必要な技術開発や加速器の高性能化

も視野に入れながら、より重い元素や、まだ見つかっていない寿命

の長い超重元素といった、未知の領域の探究を続けていきます。アインスタイニウムの分離手法も早期に確立

メンデレビウムには1つの非対称核分裂モードと、2つの対称核分裂
モードの3つが存在。励起エネルギーを15MeVから18MeVに上げる
と、ウランに特徴的な非対称モードが成長し、わずかな励起エネルギー
の変化で核分裂モードが激しく競合している。

メンデレビウム原子核の形状が時間とともに伸びるように変形し、最
後に分裂するまでの過程を追跡するもので、従来にない高い精度で原
子核の形状を取り扱えるようプログラムを開発。

実験で解明

励起エネルギー 15MeV 励起エネルギー 18MeV
励起エネルギー 15MeV 励起エネルギー 18MeV

核分裂のシミュレーション

実験で観測した現象を説明可能に！

UbiquitousSustainable

［ 新しく開発した卓上型の超小型AMS ］

プレスリリース情報は
コチラから

もっと詳しく! これまでの成果は
コチラから

「未来へげんき」過去号

vol.47 vol.48 vol.51

新しい加速器
質量分析技術､誕生

超 小 型 化＆国 際 特 許 取 得 !

東濃地科学センター 
年代測定技術開発グループ

神
じん

野
の

 智
さと

史
し

結晶表面ストリッパー

入射磁石

負イオン源

静電偏向器

14C+検出器

分析磁石
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核分裂片の質量数

300 0.14
0.13
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0.08
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0.03
0.02
0.01
0.00
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200
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100
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核分裂片の質量数

300 0.15
0.14
0.13
0.12
0.11
0.10
0.09
0.08
0.07
0.06
0.05
0.04
0.03
0.02
0.01
0.00

250

200

150

100
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片
の
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最大エネルギー

非対称核分裂 非対称核分裂

質量対称

質量対称

質量非対称

合計

質量対称
（高い全運動エネルギー）

質量非対称
（中間の全運動エネルギー）

質量対称
（低い全運動エネルギー）
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放射性炭素の測定で
何が分かりますか？
放射性炭素は、植物や動物などの有機物に取り込まれる

元素です。半減期は5,730年で、有機物に残っている放射性
炭素を測定することで、生物の生存時期が特定できます。考

古学では遺跡や遺物の年代測定に、地質学では地層や化石

の年代測定に使われています。また、最近ではゴムやプラス

チックの放射性炭素含有量測定から、生物由来と石油由来

の炭素の割合を明らかにすることができるので、環境負荷の

評価にも利用されています。

実用化によるメリットは何ですか？
東濃地科学センターでは高レベル放射性廃棄物の地層処

分技術の信頼性向上のために、地層処分の長期安全性に係

る「地層科学研究」を行っており、各研究者がフィールドワー

クを行っています。現在は試料を東濃地科学センターに持ち

帰って測定を行っていますが、AMSを小型化できればトラッ
クに載せて現場に行き、その場で測定できるようになりま

す。たくさんの試料をいち早く測定できるようになれば、より

詳細かつ効率的な研究開発につながります。

大学や研究機関などで広く活用されることで、日本の学術

研究はさらなる発展を遂げて研究基盤が強化され、国際的

な競争力向上に貢献することが期待されます。

今後の展望をお聞かせください。
誰でもAMSを手軽に扱えるようになることには大きな意

義があります。現在、超小型化とはいえ2m四方の大きさで
すが、今後は1m四方のサイズまで小型化を目指したいと考
えています。しかしながら今の技術の延長線上では難しいた

め、革新的な解決策が求められるでしょう。

今後はさまざまな課題をひとつひとつ乗り越えながら、10
年以内をめどに実証試験を完了させたいです。

現在の課題を教えてください。
放射性炭素の正確な分析のためには荷電変換による分離を行

い、干渉物質を低減させる必要があります。結晶表面を用いて散

乱を抑えたビームを得ることができたので、現在は分析性能向上

のための調整を行っています。

また、現在は塩化カリウムの結晶を用いていますが、より分析に

適した結晶を探し出す必要も感じます。そうはいっても、フラット

な表面を出せる結晶はごくわずか。これまでに試したことがない

ような表面改質や、表面を原子レベルで平坦にするような技術な

どを検討することも課題の1つです。

AMSを超小型化するために
用いられている技術は何ですか？
AMSには、「ストリッパー」という妨害分子をふるい分けるフィルター
機能を備えています。新しく開発した超小型AMSでは塩化カリウムを用
いた「結晶表面ストリッパー法」という独自技術を採用し、世界で初めて

実証に成功しました。従来のガスストリッパー法のまま小型化し、それに

伴い加速電圧を低くすると、ビームの散乱角度が広がり分析能力が低下

してしまうという課題がありました。新しく採用した結晶表面を用いれ

ば、散乱角度の広がりを狭くすることができ、これまでのような大型加速

器が不要になります。

① 塩化ナトリウム ② 塩化マグネシウム
③ 塩化カリウム ④ 硫酸カリウム

→ 答えは最終ページへ

問　題

現在、結晶表面ストリッパー法に用いている物質で
正しいものを選んでください。

プレス
リリース
情報は

コチラから

典型的なAMS 今回開発した超小型AMS

小型化のために加速電圧を低くすると、ガスではビームの

散乱角度の広がりが大きくなってしまい、分析能力が低下。

表面でのイオン反射によって干渉分子の解離と荷電変換

を促進し、効率的な放射性炭素分析を実現。

結晶にカッターの刃を当てて、軽く力を入れると「パ
カッ」と割れる。割れた表面が非常にフラットなので
共鳴反射が可能。

超小型AMSでさらに加速

低価格かつ簡便に扱える!

目指すは
さらなる小型化!

地震発生の
頻度予測など、

高レベル放射性廃棄物の
地層処分事業や防災分野

バイオベース製品の
放射性炭素含有量を測定し、
石油資源の消費削減や
環境負荷の軽減に寄与

化石や土器などの
放射性炭素年代測定を
用いた地質学や
考古学・文化財学

新薬の開発に
おいて薬物の安全性と
有効性の評価

→全国で網羅的に調査でき、
研究のスピードと精度が向上！

→カーボンニュートラルの
実現に直結！

→現場で多くの試料を調べられる
ので新発見につながりやすい！

→外部に委託せず自ら測定でき、 
スピーディーに結果が分かる！

1m

1m
放射線管理区域：必要

散乱角度：大 散乱角度：小

放射線管理区域：不要

塩化カリウム単結晶ガスセル
同じ重さのものを
きれいに分けたい

ガスストリッパー

加速器：加速電圧500万V 加速器：加速電圧4万V

従来技術 新技術

ス
ト
リ
ッ
パ
ー
技
術
を
ガ
ス
か
ら
結
晶
へ

22m

13m

結晶表面ストリッパー

2m2m2m2m

ガスストリッパー法 結晶表面ストリッパー法

加
速
電
圧
：

100
1

サ
イ
ズ
：

50
1

塩化カリウムの結晶

もっと詳しく!

現在はさまざまな結晶を調査しており、結晶による

違いが少しずつ見えてきました。その違いを説明する

ための実験結果とそれらを裏づける理論を構築し、

より最適な結晶の発見につなげることが今の研究

開発へのモチベーションです。

14C-

12C+

14C+

13C+

1H+

He

1H+

1H+

13CH-

12CH-
2

14C+

12C+
13C+

1H+

1H+ 1H+13CH-

2

12CH2
-

14C-

トラックで運搬可能

調査現場での
「その場測定」の

実現へ！
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原子力人材育成・ 
核不拡散・核セキュリティ
総合支援センター

副センター長

山
やま ぐ ち

口 知
とも

輝
き

原子力人材育成・ 
核不拡散・核セキュリティ
総合支援センター

副センター長

生
いく

田
た

 優
ゆう

子
こ

原子力人材育成・ 
核不拡散・核セキュリティ
総合支援センター

センター長

井
いの う え

上 尚
なお

子
こ

「困ったらISCNに聞けば安心」と

思ってもらえる組織を目指していま

す。核物質関連の事件が報じられ

るなか、私たちの技術と支援が実

際に役立つよう努めていきます。

アジアにおける原子力科学技術の

健全な発展には、核テロ防止や不

拡散の取組が不可欠で、その先に

脱炭素社会があります。前例のな

い課題にも、仲間とともにワクワク

ドキドキ、時々ヒヤヒヤしながら挑

戦を楽しんでいます。

組織改編で、人材育成支援の姿が

アジアからもより明確になりました。

研修生が「来てよかった」、「勉強

になった」、「これで自信を持って

帰って頑張れる」と語ってくれる瞬

間が、私の励みです。

新 IS CNの5つの部門人 材 育 成 支 援 技 術 開 発 ・ 協 力

人材育成推進室 戦略調整室

能力構築支援室 政策調査室

技術開発推進室

ISCNはどのような
役割を担うものですか？
3S（原子力安全、核不拡散、核セキュリティ）人材育成支援と、2S（核不

拡散、核セキュリティ）技術開発・協力の強化を担っています。脱炭素

社会の実現に向け、原子力は科学・エネルギーの両面から注目さ

れ、アジア諸国とともにその恩恵を享受していくことが期待され

ています。新ISCNは、こうした期待に応えるため、アジア及び国
内における人材育成支援と技術開発・協力を通じて原子力機構

の活動を支えます。人材育成支援では、原子力や放射線の安全利

用、核セキュリティ強化、IAEA保障措置による核不拡散分野での
トレーニングを国内外に提供しています。さらに、産官学連携の原

子力人材育成ネットワーク運営にも携わり、幅広い支援を展開中

です。技術開発・協力では、核不拡散・核セキュリティ関連技術の

開発や、CTBTOへの技術協力も行っています。

なぜISCNとして再出発したのですか？
原子力人材育成センターと核不拡散・核セキュリティ総合支援セ

ンターには、対象や分野に違いがあるものの、人材育成支援という

共通の使命がありました。両センターは良好な関係を築いていまし

たが、アジアでの変化のスピードとニーズの多様化、国内での人材

育成・確保へのニーズの高まりに対応するため、より戦略的・機動

的な組織への変革が必要とされました。これにより統合が行われ、

7つあった課室を5つに再編し業務を合理化。アジア向け支援課室
の統合により、各国ニーズを集約し、より適切なトレーニング提供

が可能になる組織になりました。技術開発を通じた技術継承や、研

究者・技術者の参加による学びの機会創出も、相互協力の深化に

つながります。世界の変化が加速するなか、遅れを取らずイノベー

ションを起こすには、国や組織を超えた戦略的連携が不可欠です。

今後の目標を教えてください。
センターのミッションは、「原子力科学技術の健全な発展と、核

兵器と核テロの脅威のない世界の実現への貢献」です。健全な原

子力科学技術の発展に必要な人材育成、並びに核兵器・核テロ防

止に向けた支援・技術開発を進めます。「3S人材育成支援×2S技
術開発・協力」を通じ、アジア・国内のハブとなって原子力機構とし

て新たな価値を創出し、国際的に信頼される存在として、脱炭素

社会の実現に貢献していきます。

• 国内3S人材育成支援と 
大学教育の連携推進
• 原子力機構内 
人材育成支援

• センター戦略推進と実施に関する原子力機構 
内外の調整の司令塔及び理解促進活動
• 原子力人材育成
ネットワーク 
事務局
• 学生実習制度 
運用

• 原子力機構のアジア新興国向け国際戦略の実施、
アジア3S人材育成支援
• ISCN実習フィー
ルドの整備、これ
を活用したカリ
キュラム・技術開
発試験の実施

• 技術的知見に基づく 
核不拡散・核セキュリティ政策的研究

• 核不拡散・核セキュリティ基盤技術開発
• CTBTに係る技術協力及び関連技術の開発
• RNテロ対策 
技術開発（核鑑識）

アジア向け非破壊
測定装置トレーニング

対面での講義中の風景

研究方法について
部署内にてディスカッション

中性子共鳴分析技術開発に使う
検出器を前に元気よくポーズ

原子力平和利用の推進に向けた
公開イベント「国際フォーラム2025」

戦略性の高い支援を実現! 新・ISCN発足
原子力機構は4月1日、「核不拡散・核セキュリティ総合支援センター」と「原子力人材育成センター」を統合し、 

新たに「原子力人材育成・核不拡散・核セキュリティ総合支援センター（ISCN）」として発足させました。

イノベ ー ショ ン の「 創 造 」に つ な げ る

人材育成支援担当技術開発・政策調査担当
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02東海拠 点 N E W S01福島拠 点 N E W S

8月23日（土）に「J-PARC・原子力科学研究所施設公開

2025」を開催します。地域の皆さまをはじめとする来場者

に研究開発活動の成果などをご覧いただき、イベントを通

じて直接対話することで、原子力はもとより科学技術に対

する理解につながればと考えています。普段は見ることので

きない研究施設の見学ツアーをはじめ、サイエンスカフェ、

科学実験・工作教室など、科学技術を楽しめるような企画や

原子力機構設立20周年特別企画を予定しています。この機

会に最先端の研究開発のフィールドにお越しください!

今年も開催決定! 施設公開2025

お 知 ら せ

廃止措置中の東海再処理施設（以下、TRP）では現在、リスク低減の観点から高放射性廃液のガラス固化を最優

先で進めています。2025年3月、この廃液を取り扱う高放射性廃液貯蔵場（HAW）及びガラス固化技術開発施

設（TVF）に対する、新規制基準を踏まえた安全性向上対策のための工事を完了しました。この対策には、重要な

安全機能（放射性物質の閉じ込め機能や崩壊熱除去機能※）を維持するための耐震性向上、津波漂流物防護、竜巻対策な

どのための工事や、万が一重要な安全機能が失われたとしても直ちに回復するための資機材整備など、多様な

項目が含まれています。またTRPでは、この2施設以外の施設に対する安全性向上対策にも着手しています。引

き続き、安全第一で着実な廃止措置を進めてまいります。

※放射性物質の崩壊（原子核が自然に別の原子核に変わる現象）に伴い発生する熱を冷却水により取り除く機能

東海再処理施設 HAW及びTVFの安全対策工事の完了

安全対策工事の例（津波漂流物防護柵設置） 重要な安全機能回復のための資機材整備例（移動式発電機や土砂撤去のための重機類）

お 知 ら せお 知 ら せ

地 域 交 流 地 域 交 流

5月24日（土）に大阪・関西万博会場内 EXPOメッセ「WASSE」

にて特別トークセッション「廃炉、現場のリアルに迫る。」が開

催され、楢葉遠隔技術開発センターの田川センター長が登壇

しました。テーマは「廃炉の“今”」。セッションでは、「廃炉では

何が行われているのか分からない」、「誰がどのようなことを

しているのか知らない」といった疑問に対し、福島第一原子力

発電所の廃炉に携わる方々の視点や、実際の経験に基づくリア

ルな声が紹介されました。田川センター長からは、原子力機構

が取り組む廃炉作業における最新の技術や研究、放射線の可視化や燃料デブリに関する取組などの紹介があり、

来場者の関心を集めました。多くの方に廃炉への理解を深めていただく貴重な機会となりました。

大阪・関西万博トークセッション
「廃炉、現場のリアルに迫る。」に登壇

4月5日（土）、6日（日）に桜のトンネルで有名な富岡町夜の

森公園で、「夜の森桜まつり2025」が開催されました。天

候にも恵まれ会場全体で約27,000名、原子力機構のブー

スには約800名の方が来場されました。ブースでは、実際

の廃炉の説明も交えながら、遠隔でのロボットアームの操

作体験もしていただき、廃炉作業の困難さを体感していた

だきました。廃炉やデブリに関する質問をいただく場面も

あり、有意義な出展になりました。地域の皆さまと交流し、

原子力機構の理解促進につながる良い機会となりました。

5月5日（月）、6日（火）に情報発信スペース「ANALYSiS 

LAB.」で、「クロマトグラフィーでしおりをつくろう」を

開催しました。子どもたちは白衣を着て博士気分で、思

い思いの色を使い、しおりを制作しました。体験した子

どもたちからは「学校で友達に紹介したい」、保護者か

らは「子どもの頃から科学に触れる機会は大切」などの

感想をいただきました。今後も楽しく分析に触れられ

る企画を通じて、理解と関心を深めていただけるイベ

ントを開催していきます。

「夜の森桜まつり2025」
に出展

「 キッズ博士の 
工作たいけんラボ」を開催
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03大洗拠 点 N E W S 04敦賀拠 点 N E W S

地 域 交 流

地 域 交 流

大洗原子力工学研究所では、5月25日（日）に鉾田市合併20周年記念

事業「鉾田市総合防災訓練＆防災フェア」へブース出展しました。ブース

では、研究所紹介パネルを展示し、パネルを見てクイズに答えるPR

ブースや子ども向けの缶バッジ作製を行うとともに、原子力機構設立

20周年のPRを行い

ました。パネルクイズ

では、「常陽」で研究

開発を進めている医

療用RI製造や高温工学試験研究炉（HTTR）で進める水素製造の

研究に関して、熱心に質問をなさる方もいらっしゃり、大変有

意義なブース出展となりました。今後もイベント活動を通じ

て、地域の皆さまへの理解促進並びに地域共生に積極的に取

り組んでまいります。

大洗わくわく科学館では4月20日（日）、

科学技術週間イベントの一環として、科

学館の役割と科学への理解・関心を深め

ることを目的に、大洗町立南小学校5年

生に「一日館長」を体験していただきまし

た。「一日館長」の就任式後に館内へ向か

い、展示物の仕組みについて説明を受け

ながら、巡回や展示物の点検を行いまし

た。その後の体験教室においては、開催

に関する館内への案内放送を担当し、そ

の放送を聞いて大盛況となった教室で

は、講師として小さな子どもたちにも優しく声をかけ、分かりやすく教えてくれました。一日館長のおかげ

で笑顔がいっぱいの科学館になりました。

鉾田市総合防災訓練＆防災フェアに参加しました

「一日館長」を体験していただきました

お 知 ら せ

「もんじゅ」廃止措置第2段階の状況  ─ナトリウム機器の解体準備─

２次メンテナンス冷却系空気冷却器

２次メンテナンス冷却系循環ポンプ

「もんじゅ」原子炉施設を上から見た図 2次メンテナンス冷却系概略断面図

Na配管・機器

管理区域

解体範囲

1次系

2次系

1次メンテナンス冷却系

2次メンテナンス冷却系

「もんじゅ」廃止措置計画の第２段階（２０２３年度〜

２０３１年度）におけるナトリウム機器の解体準備

において、２次メンテナンス冷却系の解体撤去を

２０２５年４月１４日から開始しました。この作業は、

「もんじゅ」の廃止措置において初となるナトリ

ウム機器の解体撤去であり、第３段階に実施する主

要なナトリウム機器の解体撤去に向けた重要なス

テップにも位置づけられます。２次メンテナンス冷

却系は、運転時におけるプラントの保守点検時に

炉心内の熱を除去する小規模な冷却系統です。非

放射性のナトリウムを使用していますが、ナトリウ

ムはすでに系統内から抜き取られており、配管な

どの内面に薄く付着している状態からの解体撤去

となります。今回の解体撤去を通じて、ナトリウム

を安定化する処理の実証、配管などの内面に残る

ナトリウム量を実際に測定して事前の評価値との

比較をするなど、将来の本格的なナトリウム機器

の解体に向けたデータ収集を行います。また、安定

化する処理は、化学的に活性なナトリウムを、化学

反応によって不活性な化合物にするプロセスであ

り、原子力機構大洗原子力工学研究所などですで

に実績がある「炭酸塩化法（※）」を用います。この処

理により、水分を含む炭酸ガスを注入してナトリウ

ムを「炭酸塩」に変化させることで、配管切断時に

おける空気中の水分とナトリウムの反応を防止し

ます。２０２６年度から２０２７年度にかけて、機器・

配管の解体撤去を進めていきますが、今後も、国内

初の高速炉廃止措置の成果普及のため、安全を最

優先に解体撤去を進めるとともに、技術習熟や各

種検証を進めてまいります。

※	炭酸塩化法：少量の水蒸気を含む湿り炭酸ガス（または炭酸ガスと不活性ガスとの混合ガス）を注入することでナトリウムを安定な化合物である炭酸
塩に変化させるナトリウムの処理方法
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75vol.

2 0 2 5

未来へげんき

皆さまの声をお寄せください。
今後の誌面作りの参考にさせていただきます。

①原子力機構施設など　②公共施設　③郵送　④その他（ 　　　　　）

【「未来へげんき」の郵送をご希望の場合】

ご協力ありがとうございました。

本誌｢未来へげんき｣をどこで入手されましたか。1

① 100年以上メンテナンス不要 本格始動! 半永久電源の実用化へ
② 新しい核分裂を発見 アインスタイニウムが導く元素の世界
③ 超小型化＆国際特許取得!新しい加速器質量分析技術､誕生
④ 戦略性の高い支援を実現!新・ISCN発足
⑤ 拠点NEWS
⑥ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今号の記事・読み物で良かったもの （複数回答可）2

①良い　　②まあ良い　　③普通　　④あまり良くない　　⑤悪い

表紙や紙面のデザインの印象3

原子力機構及び本誌に関するご意見・ご要望をお聞かせください。
また、今後取り上げてほしいテーマなどご自由にご記入ください。

5

本誌は年4回発行しています。今後の郵送を希望される方は送付先のご記入をお願いします。

「未来へげんき」の冊子配送についてお伺いいたします。
（イベントなどで本誌をはじめてお読みになった方）
4

ご住所:

お名前:

□ 表面に記載した住所・お名前宛てに送付を希望する
送付先やご所属に変更がございます場合も、お手数ですがこちらのハガキにて変更内容をお知らせください。

（キリトリ線）

05幌延拠 点 N E W S

07東濃拠 点 N E W S

06青森拠 点 N E W S

08人形峠拠 点 N E W S

地 域 交 流 地 域 交 流

「幌延深地層研究計画 令和7年度調査研究計画」の説

明会を4月10日(木)に幌延町、16日(水)に札幌市にて開

催しました。会場では、2月18日(火)に貫通した深度

500ｍの坑道の「貫通石」を配布し好評をいただきまし

た。7月には「令和6年度調査研究成果報告会」を開催

し、Youtubeでのライブ配信を行う予定で

す。地下施設での研究について分かりやすく

ご説明しますので、ぜひご覧ください。

むつ科学技術館は1996年7月に開館し、2022年に

累計来館者50万人を達成しました。当イベントでは

科学館を無料開放し、科学を楽しめる体験型ブースや

工作、ステージイベント、下北地域のお店による飲食

物の販売など、さまざまな催しを用意しています。ま

た、科学館近くの関根浜港では、今年度で退役となる

JAMSTECの海洋地球研究船「みらい」の関根浜港で

の最後の一般公開も行われる予定です。たくさんのご

来場をお待ちしています!

幌延深地層研究計画「令和7年度
調査研究計画説明会」について

第38回東濃地科学センターセミナーを開催し、「活断

層地震はどこまで予測できるか〜日本列島で今起きて

いること〜」と題して東北大学の遠田晋次教授にご講

演いただきました。本セミナーには、約110名の方々に

ご参加いただき、直下型やプレート境界型地震の仕組

み、能登半島地震や熊本地震の被災状況などを写真や

映像を交えてご紹介いただきました。参加者からは、南

海トラフ地震におけ

る岐阜県への影響な

どへの質問があり、

遠田教授より「南海

トラフ地震後に誘発

可能性のある直下型

の地震に警戒が必

要」とお話しいただ

きました。

「 東濃地科学センター 
セミナー」を開催

鏡野町合併20周年と原子力機構設立20周年を記

念したコラボ企画として、「高清水トレイル」（岡山県と

鳥取県の県境を縦走する人形峠環境技術センター近くのトレッ

キングコース）の初心者コース（片道1.7km）を利用した

『メンデレーエふ〜トレイル』を開催しました。これ

は元素記号を利用したクイズ形式のスタンプラリー

で、元素周期表の創始者「メンデレーエフ」と「高清水

トレイル」をかけて

命名しました。新緑

の 美しい 山々を 爽

やかな風（ふ〜）がそ

よぐなか、ハイキン

グ愛好者や小さな

子どもたちにも科

学 を 楽しんで い た

だきました。

「 鏡野町との20＆20 
コラボ企画」を開催

7/20(日)「むつ科学技術館
開館記念イベント」を開催!

お 知 ら せ地 域 交 流

●編集・発行／ 日本原子力研究開発機構 総務部広報課 （TEL：029-282-0749）
●制作／TOPPAN株式会社 東日本事業本部

今回の「未来へげんき」はいかがだったでしょうか？
今後の誌面作りの参考にさせていただきます。

ご意見・ご感想などをお寄せください。

読者アンケート

未 来を変える、明るくする、科学技術 「ミライノサイエンス 」mirai no science

編 集 後 記

季刊 未来へげんき
Japan Atomic Energy Agency

2025 vol.75
令 和 7 年 6 月

「 料 理 プ リ ン タ ー 」

「朝起きたら家族のお弁当が勝手に作られていたら楽なの

に」、「買い物や調理をしなくても、夕食が自動で作られていた

ら便利なのに」という願望を実現する技術が研究されています。

この技術は、原子や分子レベルで物質を自由に組み合わせ

て作るもので、いわば“料理プリンター”。食の分野では分子ガ

ストロノミー、生物工学、ナノテクノロジー、AIなどの研究が進

んでいます。

実現すれば、例えばベッドのセンサーがあなたの健康状態

を睡眠中に検査し、AIが翌日の天気や予定、体調に合わせた理

想的なお弁当を設計。必要な分子を用いて自動的に料理をプリントし、起床する頃にはお弁当が完成します。

こういった技術の実用化は食品廃棄問題や食糧危機の解決策になる可能性がある一方、倫理的な問題やエネルギー問題な

ど課題もあり、社会や産業の仕組みを大きく変える可能性があります。新しい技術が生まれる過程では“未来が本当により良

くなるのか”を、私たちが主体的に考えていく必要があるのです。

「JAEA×『創造』」をテーマに、長期間メンテナンス不要で稼
働する「半永久電源」の実用化に向けた研究や、人類が利用で

きる最も重い元素「アインスタイニウム」を用いた研究などを

紹介しました。また、第20回原子力機構報告会を10/22（水）に
開催します。設立20年を新たなスタートとすべく、これまでとは
ひと味違う企画を計画しています。多くの皆さまのご参加をお

待ちしています。　※詳細は近日原子力機構HPで公開予定です。

https://www.jaea.go.jp/genki/enquete/75/

● クイズの答え：P3「④ 432年」／P9「③ 塩化カリウム」
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差出有効期間
2026年

3月31日まで

切手不要

料金受取人払郵便

ひたちなか
郵便局承認

401

郵便はがき

茨城県那珂郡東海村
大字舟石川765番地1

Japan Atomic Energy Agency

国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構
総務部「未来へげんき」係 宛

3 1 1 19 9 0

お名前 年齢

〒

歳

ご職業

ご住所

お電話

（受取人）

（キリトリ線）

原子力機構の最新の情報や研究開発成果をチェック！

Webサイト

https://www.jaea.go.jp/

「 未来へげんき 」
バックナンバー

https://www.jaea.go.jp/genki/backnumber/

〈 YouTube 〉

@JAEA Channel

https://youtube.com/@JAEAChannel

〈  X  〉

@JAEA_ japan

https://x.com/jaea_japan

原子力機構は、2025年10月に設立20周年を迎えます。 
これもひとえに、関係者の皆さまのご理解とご支援の賜物であり、心より感謝申し上げます。

原子力機構は2005年の発足以来、原子力の総合的な研究開発機関として多岐にわたる分野で取り組んでまいりました。

特に近年、低資源・高効率な脱炭素社会の実現に向けて原子力を最大限活用するという大きな流れができつつあります。
原子力を巡る大きな環境変化に対応すべく、今後目指すべき研究開発の方向性を「『ニュークリア×リニューアブル』で拓く
新しい未来」というビジョンにまとめました。

20年の歩みを礎に、新たな時代に向けて、原子力機構はさらなる飛躍を遂げるべくまい進いたします。 
引き続き、皆さまのご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

【デザインコンセプト】

ロゴの中心には原子のモデルを配置し原子力機構の研究開発の核となる“原子”の重要性を象徴しています。
また、全体の配⾊には原子力機構のロゴマークと同じカラーパレットを使用し、創造性・誠実さを表現すると
ともに、原子力機構の⼀貫したブランドイメージを継承しています。

日本原子力研究開発機構　設立20周年について




